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主観的な場所になると述べている 11)．また時間も同様
に物理的な時間に対して，作業が行われる状況におい
ては，主観的な時間が現れるとされる．アメリカ作業
療法協会は，作業の文脈について上述の 5側面に加え
て，個人的文脈とバーチャルな文脈を追加した 3)．個
人独自の歴史や価値観が作業に独特の意味を与える場
合もある．インターネット上の仮想空間で行われる作
業には，バーチャルな文脈が関わる．

作業は何の役に立つか
作業を病気の回復や健康増進に役立てようとするの
が，作業療法である．治療手段として作業をどのよう
に有効に活用するかを検討するのは，作業療法の分野
である．障害領域別，回復段階別に作業の活用の仕方
が整理されてきた．
さらに，作業を通して人が成長することも知られて
いる．子どもは遊びを通して社会性を身につけたり，
運動機能や認知機能が発達する．発達を促進するよう
な遊びが作業療法士によって提案されることもある．
作業は環境を変化させることもある．道やダムを造
る土木作業は，人間が住む地域環境を形成する．歴史
的建造物や古代の美術工芸品なども，人が作業を行っ
た跡である．

作業には，どのような意味があるのか
 治療手段としての作業，発達を促進するための作業，
生活環境整備のための作業など，作業は別の目的を達
成するための手段や媒介（means）となる場合がある．
一方，作業は手段ではなく，目的（end）となる場合も
ある．子どもは社会性を身に付ける手段として「ごっ
こ遊び」をするだけではなく，その遊びそのものを楽
しむ．成人するまで生きることができない不治の病の
子どもにとっても遊ぶという作業が重要なのは，社会
性を学習するためというよりも，遊ぶという作業その
ものが目的だからである．
佐藤剛記念講演をするという私の作業は，大学院生
のリクルート，パワーポイントを使ったプレゼンテー
ションの上達，といった手段としての意味もあるが，
佐藤剛先生との絆を感じ，作業科学という学問を今こ
こでつかもうとするという目的としての意味もある．
この講演を通して私が手にした達成感，感謝，喜び，
希望は，この作業がここで終わっても全く悔いが残ら
ない目的であることを示している．

おわりに
 1919年に Duntonは，「作業は食べ物や飲み物のよう
に生きるに必要なものである．すべての人は身体的・
精神的作業をすべきである（That occupation is as 
necessary to life as food and drink. That every human being 
should have both physical and mental occupation）」と述べ
た 2)．これは，人間にとっての作業の重要性を強調し
た言葉である．この講演の準備中に，中西正和先生（慶
応義塾大学教授）が作成していたという歴史データベ
ースのウェブサイトを見つけた 12)．そこには，次のよ
うな記載があった．

「・・通夜，告別式は・・・・しめやかにとりおこ
なわれましたのでご報告申し上げます．先生は，ご
病床にあっても亡くなられる 10日ほど前まで毎日
のできごとをノートパソコンに入力されておれら
ました．また，お見舞いに伺ったときも歴史データ
の入力のご苦労や問題点などを楽しそうに話して
いらっしゃいました．歴史データベースの前回の改
訂以降，皆様にご報告いただいた新しい情報やご指
摘いただいたミスに対する修正も先生のノートパ
ソコンの中には反映されているものと思われます．
しばらく落ち着きましたら，これらの新しく追加・
修正された情報も『歴史データベース on the Web』
に公開させていただけるようご遺族にお願いした
いと思います・・・」

中西先生は情報工学のプログラミングが専門だが，
趣味で歴史年表を作成していたようである．57歳で亡
くなられた 4か月後に「中西正和歴史年表」（CD-ROM）
が出版されている．ウェブ上の「歴史データベース on 
the Web」には，7万件以上のデータがあり，宇宙誕生
から 2000年 11月まで，7万 6千件にのぼるできごと
が収録されているそうである．特定の分野ごとの歴史，
たとえば軍事史，音楽史，野球史など，あるいは特定
の人物・事柄に関する歴史なども検索機能を使って調
べられる．一度も会ったことのない中西先生が残した
作業の跡（図５）から，中西先生の人柄や仕事ぶりが
滲みでている気がして，胸が熱くなる．
佐藤剛先生も，感覚統合を語り，作業科学を紹介し，
私が興味を持ち始めたカナダ作業遂行測定（Canadian 
Occupational Performance Measure, COPM）や AMPSに
取り組むことを励ましてくださった．人が作業的存在
として個性を発揮できることが，愛おしく尊く感じら
れる．
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本稿は，2005年の講演時の資料を基に，書いたもの
である．

図５ 中西先生の作業の跡


